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鎌倉時代の山城を嚆矢とし、丹羽長秀や石田三成の居城となり、その後に井伊氏 居 となった佐和山城は、 東に陸路東山道 （中山道）西に琵琶湖水運の重要地点である。井伊氏も当初佐和山を城下町する予定であったが、それをやめて、西方の湿地帯を干拓し居 彦根城と城下町を整備した。私たちは郭内と国宝 天守 特徴的な天秤櫓、 武家の長屋門、 堀の周辺を見学した。 城内で彦にゃん も遭っ
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た。彦根城は琵琶湖八景の景勝地となっている。近世初期に成立した近江八景とは別に、一九五〇年琵琶湖国定公園指定を記念して琵琶湖八景が選ばれた。八景は、元来、中国の瀟湘八景の画題で、それが日本に伝播した後、模倣して日本各地に流布した。晴嵐（春や秋の霞） 、晩鐘（夕日 寺院の鐘楼） 、夜雨、夕照（夕日の水面と事物） 、帰帆（夕暮れの帰港船） 、秋月（秋 月とその水面） 、落雁（空を飛ぶ雁） 、暮雪（ 以後の雪山）の八景から成り 今回訪問した石山寺と勢多（瀬田 は、近江八景の秋月と夕照の景勝地である。
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皇陵と仁正皇太后（光 皇后）陵 訪れた。幸い雨もあがり 奈保山と佐保山の丘陵地帯の眼下には、奈良平城京がひろがっている。元明天皇は天智天皇の娘で、草壁 子の正妃であった。日高皇女と
珂瑠皇子を授かったが、草壁皇子が早世したため、草壁の母で、元明の姉・義母の持統天皇が即位・治世した。そのあとを珂瑠 子が即位して文武天皇となっ が 一〇年で崩御した め、今度は元明自らが第四三代天皇に即位した。藤原京から平城京へ遷都し、 『古事記』の事業を成し遂げ、 『風土記』
















































































着した。鳥居をくぐり、身を清め、橋を渡ったあと、拝殿に到着する。鳥居の先には神馬の白馬がいるほか、例祭の坂道を馬が駆け上がる上げ馬神事や流鏑馬神事など、地域社会による信仰には 馬ちなむ神事が多い。その一方で、多度大社も拝殿から奥 神体山を拝む古代からの神社である。現在は神社一色である 奈良時代から神宮寺として知られ、延暦二〇（八〇一）年『多度神宮寺伽藍縁
 
伊賀上野城。天守閣は昭和 10 年に復興 
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起并資財帳』を所蔵する。西宮先生に、一三丁、三〇ｃｍからなる和装丁の複製本を拝殿前で広げていただき 資財帳の内容とともに、資財帳に施された改ざんなどの解説もしていただいた。多度大社に関するご論考を本特集号に寄稿いただい ます。
 
 
荒木先生と西宮先生が、代表して、宮司さんに挨拶をしていただ
いた。このあと、バスに乗り、東名阪道・名古屋高速を走り、熱田神宮に参り、名古屋浩養園で歓談の時を過ごし 後、ＪＲ名古屋駅で解散し、二泊三日の総合研究を終えた。
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